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9月6日(日) 

藤枝市教育委員会 
 教育政策課  生涯学習課 

●市長と教育委員会の連携をさ
らに強固にし、より一層民意を
反映した教育行政を進めていく
ための意見交換を行います。 
 
●課題や施策の方向性などにつ
いて意見を交わします。 
 
●市長と教育委員会による「教
育日本一」を目指す本市の教育
行政に対する率直な思いを聴取
できる機会です。 

▲大学生がサポートに入りました 
9月7日静岡新聞朝刊14面 

▲講座の様子 

藤枝市は10日、総合教育会議を市役所で開き、本年度テーマの学校図書館の
充実に向けて教育委員らが協議しました。新型コロナウイルス感染拡大に伴
い、臨時休校し、先月から再開した学校の状況も報告された。市は本年度か
ら、市立小中学校の学校図書館司書を1人1校配置できるよう拡充を進めてい
る。これまでできなかった図書館を使った授業に意欲を見せる教員が増えた
り、図書たよりの発行回数が増加したりするなど効果が出ているという。委
員からは「司書だけ出なく、学校全体で図書館活用の意識を高めてほしい」
「図書館の調べる機能を高めることも重要」などの意見が出た。市は学校再
開後の児童生徒の様子や感染拡大防止対策、授業の進め方などを報告した。
子どもなりに学校生活で「新しい生活様式」に慣れようとしているが、登校
を渋ったり教員らに甘えたりする低学年児童もいるという。北村市長は「大
切なのは楽しく学校に行き、人の道を学ぶこと。教員は焦らずにのびのびし
た子どもたちを育ててほしい」と述べた。 

 ９月６日（日）、藤枝総合運動公園 第二駐車場付近にて、今年度第1回目の
「ふじえだプレイパーク」を開催しました。当日は天候に恵まれ、小学生ら
100名を越える参加者でにぎわいました。 
 
 ふじえだプレイパークは、川遊びや泥んこ遊びなど自由に発想し、創意工夫
し、挑戦し、失敗から学べる場を提供することで、子どもたちの自主性や創造
力、問題解決力などの生きる力を育むことを目的としています。 
 
 今年度のプレイパークでは、検温や３密の回避などのコロナ対策や熱中症に
注意しながら実施しました。静岡科学館る・く・るの職員が講師を務める自然
散策ビンゴや地元ボランティア手作りの竹の水鉄砲などの催し物も用意され、
子どもたちは静岡大や常葉大のボランティアらの見守る中、野外で自由に楽し
みました。 
 
 次回のふじえだプレイパークは、10月4日（日）開催予定です。 

「やってみたいをやってみよう」 
ふじえだプレイパークを今年も開催！ 


